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作家、日印芸術研究所言語センター長の山田真美さんの連載で

す。 

プロフィール紹介

第8回 生まれ変わり

 

先日、ブータンへ行ってきました。ブータンは、中国とインドにはさまれたヒマラヤの王国

で、人口70万 人、面積はだいたい九州と同じぐらいです。世界で唯一、チベット仏教

を国教に定めた仏教国として知られるブータンで、このたび、新しい国王の戴冠式があ

り ました。私もご縁あって、この祝賀イベントに参加させていただいたのです。

ブータン滞在中、ひとりの女性と友達になりました。文化的な家庭に生まれ育った美しく

聡明な人で、一目会った瞬間に私は、（この人は、ほかの人とは何かが違う）と思いまし

た。そう思わせるような独特のオーラを、彼女が放っていたからです。 

嬉しいことには、彼女のほうでも私のことを「特別な存在」だと感じてくれたようで、私たち

はすぐに打ち解け、まるで何十年来の友達のような深い親しみをお互いに感じながら、

堰（せき）を切ったように色々なことを話し始めたのでした。

それによると、彼女には20代の息子さんが4人いらっしゃって、末っ子は「トゥルク」だという

ことでし た。「トゥルク」とは、チベットの言葉で「転生活仏（てんしょう・かつぶつ）」を意味

します。チベット仏教では、偉いお坊さんが亡くなると、その魂は衆生 を救うために再び

この世に生まれ変わってくると信じられており、生まれ変わりのお坊さんのことを「転生活

仏」と呼ぶのです。

ヒマラヤには「転生活仏」がたくさんいらっしゃいます。そのなかでいちばん有名なお坊さん

と言えば、ダラ イ・ラマ14世や、パンチェン・ラマ11世、それにカルマパ17世などでしょう。し

かし、ヒマラヤの仏教では、それぞれの宗派が宗派ごとに異なる転生活仏 を認定してい

るため、全部でいったい何人の活仏がいらっしゃるのか、正確な数字は誰にもわからない

らしいのです。 

いずれにしても、私がブータンで友達になった女性の息子さんは、そうした大勢の「トゥル

ク」のなかの一人なのでした。

「末の息子を授かったときは、不思議な夢をたてつづけに見たわ」

彼女は、昔を想い出すように遠くのほうを見ながら言いました。
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「ある夜、夢のなかで私が広い大地を歩いていたら、たくさんの牛の糞（ふん）が落ちてい

たの。怪訝に思いな がら一つを取り上げてみると、糞の裏側には、なぜかお釈迦さまの

足跡が刻まれていたのよ。驚いた私が次の糞も拾い上げたところ、今度もやっぱり、裏

側はお 釈迦さまの足跡。落ちていた牛の糞すべてに、お釈迦さまの足跡が刻まれてい

たの！　次の夜も、そのまた次の夜も似たような夢を見て、これはどうしたことか と不審

に思っていたら、息子を授かったというわけ」

牛の糞にお釈迦さまの足跡とはなんとも奇妙な夢ですが、もっとも、ブータンを含むイン

ド周辺の国々では、 総じて牛は神聖な生き物と考えられています。それに、お釈迦さま

のお名前（俗名）である「ゴータマ」は「たいへん素晴らしい雄牛」という意味で、牛にゆか

りがあるのです。牛の糞にお釈迦さまの足跡という夢は、実はたいへんな吉兆だったのか

も知れませんね。

さて、息子さんが3歳ぐらいになったある日のこと、彼女の家に何の前ぶれもなく偉いお坊

さんたちがやって来て、「あなたの息子さんは転生活仏と認定されました」と、うやうやしく

告げたのだそうです。 

いきなりそんなことを言われたら、同じ仏教徒でも日本人なら吃驚仰天して「ドッキリカメ

ラじゃないの？」と疑ってしまうところですが、輪廻転生を当然のこ ととして受け入れてい

るブータン人の彼女は、息子が転生活仏だと言われても、さほど驚きはしなかったようで

す。それに、例の奇妙な夢のこともありましたか ら、彼女はいつかこんな日が来ることを

薄々感じていたのかも知れません。「それがこの子の天命なら」と、すぐに事実を受け入

れて、息子さんをお寺へ差し出 したのでした。

ちなみに、チベット仏教における転生活仏の選出方法は、とてもユニークなものです。

『リトル・ブッダ』と いう映画をご覧になった方は覚えていらっしゃるかも知れませんが、例

えば、亡くなった偉いお坊さんが別の人の夢の中に現われて「自分の生まれ変わりはど

こ そこにいるから、そちらを探しなさい」と教えてくれたり、あるいは、生まれ変わりの子ど

もがいる場所の上空に瑞雲が湧いたり、湖面に吉兆を意味する梵字が 現われたり、と

いったことが起こるのだそうです。 

そうやって選ばれた子ども（活仏の候補者）に、今度は色々なテストをするわけですね。

同じ形の 数珠をたくさん並べて、亡くなった偉いお坊さんが愛用した数珠も混ぜてお

き、そのなかから前世の自分が使っていた数珠を選ばせる、といったテストが、いく つも

行なわれるようです。

にわかには信じられないミステリアスな方法に聞こえるでしょうが、ヒマラヤの仏教では、お

坊さんは（宗派 にもよりますが）基本的には生涯結婚なさらず、お寺の世襲制もありま

せん。代わりにあるのが、偉いお坊さんが亡くなるとその「生まれ変わり」の子どもを探 す

という、実に壮大で不可思議なやり方なのです。 

一見、ひどく非科学的なやり方に見えるかも知れませんが、この方法の良いところは、

最初に優秀な子どもを選んで、幼児期から最高の教育を施せること。生まれた息子が

グータラでも跡を継がせてしまう世襲制よりは、格段に筋の通った方法ではないでしょう

か。

さて、あれから約20年。彼女の息子さんは、今は山奥の寺に籠って、特別な行（ぎょう）

に励んでおられる そうです。それは厳しい行で、3年のあいだ人に会ってはいけない。両

親や兄弟はもちろん、仲間のお坊さんにも、食料品などを運んできてくれる村人にも、

誰 とも会ってはならない。暑い夏も、マイナス何十度の厳寒期も、ただひたすら一人で

お経を読み、修行を続けなくてはならない。そういう孤独な修行を、息子さ んはもう2年

半も続けていらっしゃるそうです。

第3回 ありがとうの輪

第2回 お釈迦さまのお顔

第1回 算数と仏教

仏教一年生　山田真美・著

Linuxアプリに最
適/IBM Linux...

x86では実現不可能な
仮想化機能をはじめ
オススメの理由をご
紹介中！

ibm.com

http://www.kongohin.or.jp/ichinensei03.html
http://www.kongohin.or.jp/ichinensei02.html
http://www.kongohin.or.jp/ichinensei01.html
http://www.kongohin.or.jp/ichinensei.html
https://www.googleadservices.com/pagead/aclk?sa=L&ai=CaLha-WAAWJxAivTYBOnJsKAM_fOm_0bH6Oq2ywPAjbcBEAEg8aj0HGCJ-8WE9BOgAeW388MDyAEBqQKFDkI2Pa1EPqgDAcgDwwSqBIoBT9AqfH7DcLaEgi2hfoshfBO68gXNygdbw7m5bejOPzwJ1G7ZPHeoMc_AbioTGzYM5xPyphCY-EfLtjzfRUJTIdSu66RbxmjzYAb3v-SojlOSa3hJo6TP2f49H4fTSxZpAaoa9rGYBb3QKT5PWRISGlsP4cMh-6zw2GH8TGpaYmEeZva0YjYYJxBziAYBgAeDyIw8qAemvhvYBwHSCAUIgGEQAQ&num=1&cid=CAASEuRoryL2bO3j4EWRpW6WXsVlgw&sig=AOD64_1RJHQ_tqHQ_Z55svKS3q6PHNrB_g&client=ca-pub-4980737398561690&adurl=http://6219.xg4ken.com/trk/v1%3Fprof%3D616%26camp%3D38702%26affcode%3Dcr8077%26kct%3Dgoogle%26kchid%3D9684918769%26cid%3D114634352067%7C404914%7Clinux%25E3%2582%25A2%25E3%2583%2597%25E3%2583%25AA%26mType%3D%26networkType%3Dcontent%26kdv%3Dc%26criteriaid%3Dkwd-45810672048%26adgroupid%3D34633122387%26campaignid%3D635714567%26locphy%3D1009310%26adpos%3Dnone%26url%3Dhttps://www.ibm.com/marketing/iwm/dre/signup%3Fsource%3Dmrs-form-1681%26S_PKG%3Dov50045%26lang%3Dja_JP%26S_TACT%3DC44307NW%26iio%3Dpsys%26jm%3D-%26cmp%3Dc4430%26ct%3Dc44307nw%26cr%3Dgoogle%26cm%3Db%26csot%3D-%26ccy%3Djp%26cpb%3D-%26cd%3D2016-08-01%26ck%3Dov50045_linux_%25e3%2582%25a2%25e3%2583%2597%25e3%2583%25aa%26csr%3Dapjp_linuxone_ct-20160801%26cm_mmc%3DSearch_Google-_-IBM%2BSystems_Systems%2B-%2Bz%2BSystems%2BLinuxONE-_-JP_JP-_-ov50045%26cm_mmca1%3D000001JB%26cm_mmca2%3D10001206%26mkwid%3D_kenshoo_clickid_%7C616%7C114335679867
https://www.googleadservices.com/pagead/aclk?sa=L&ai=CaLha-WAAWJxAivTYBOnJsKAM_fOm_0bH6Oq2ywPAjbcBEAEg8aj0HGCJ-8WE9BOgAeW388MDyAEBqQKFDkI2Pa1EPqgDAcgDwwSqBIoBT9AqfH7DcLaEgi2hfoshfBO68gXNygdbw7m5bejOPzwJ1G7ZPHeoMc_AbioTGzYM5xPyphCY-EfLtjzfRUJTIdSu66RbxmjzYAb3v-SojlOSa3hJo6TP2f49H4fTSxZpAaoa9rGYBb3QKT5PWRISGlsP4cMh-6zw2GH8TGpaYmEeZva0YjYYJxBziAYBgAeDyIw8qAemvhvYBwHSCAUIgGEQAQ&num=1&cid=CAASEuRoryL2bO3j4EWRpW6WXsVlgw&sig=AOD64_1RJHQ_tqHQ_Z55svKS3q6PHNrB_g&client=ca-pub-4980737398561690&adurl=http://6219.xg4ken.com/trk/v1%3Fprof%3D616%26camp%3D38702%26affcode%3Dcr8077%26kct%3Dgoogle%26kchid%3D9684918769%26cid%3D114634352067%7C404914%7Clinux%25E3%2582%25A2%25E3%2583%2597%25E3%2583%25AA%26mType%3D%26networkType%3Dcontent%26kdv%3Dc%26criteriaid%3Dkwd-45810672048%26adgroupid%3D34633122387%26campaignid%3D635714567%26locphy%3D1009310%26adpos%3Dnone%26url%3Dhttps://www.ibm.com/marketing/iwm/dre/signup%3Fsource%3Dmrs-form-1681%26S_PKG%3Dov50045%26lang%3Dja_JP%26S_TACT%3DC44307NW%26iio%3Dpsys%26jm%3D-%26cmp%3Dc4430%26ct%3Dc44307nw%26cr%3Dgoogle%26cm%3Db%26csot%3D-%26ccy%3Djp%26cpb%3D-%26cd%3D2016-08-01%26ck%3Dov50045_linux_%25e3%2582%25a2%25e3%2583%2597%25e3%2583%25aa%26csr%3Dapjp_linuxone_ct-20160801%26cm_mmc%3DSearch_Google-_-IBM%2BSystems_Systems%2B-%2Bz%2BSystems%2BLinuxONE-_-JP_JP-_-ov50045%26cm_mmca1%3D000001JB%26cm_mmca2%3D10001206%26mkwid%3D_kenshoo_clickid_%7C616%7C114335679867
https://www.googleadservices.com/pagead/aclk?sa=L&ai=CaLha-WAAWJxAivTYBOnJsKAM_fOm_0bH6Oq2ywPAjbcBEAEg8aj0HGCJ-8WE9BOgAeW388MDyAEBqQKFDkI2Pa1EPqgDAcgDwwSqBIoBT9AqfH7DcLaEgi2hfoshfBO68gXNygdbw7m5bejOPzwJ1G7ZPHeoMc_AbioTGzYM5xPyphCY-EfLtjzfRUJTIdSu66RbxmjzYAb3v-SojlOSa3hJo6TP2f49H4fTSxZpAaoa9rGYBb3QKT5PWRISGlsP4cMh-6zw2GH8TGpaYmEeZva0YjYYJxBziAYBgAeDyIw8qAemvhvYBwHSCAUIgGEQAQ&num=1&cid=CAASEuRoryL2bO3j4EWRpW6WXsVlgw&sig=AOD64_1RJHQ_tqHQ_Z55svKS3q6PHNrB_g&client=ca-pub-4980737398561690&adurl=http://6219.xg4ken.com/trk/v1%3Fprof%3D616%26camp%3D38702%26affcode%3Dcr8077%26kct%3Dgoogle%26kchid%3D9684918769%26cid%3D114634352067%7C404914%7Clinux%25E3%2582%25A2%25E3%2583%2597%25E3%2583%25AA%26mType%3D%26networkType%3Dcontent%26kdv%3Dc%26criteriaid%3Dkwd-45810672048%26adgroupid%3D34633122387%26campaignid%3D635714567%26locphy%3D1009310%26adpos%3Dnone%26url%3Dhttps://www.ibm.com/marketing/iwm/dre/signup%3Fsource%3Dmrs-form-1681%26S_PKG%3Dov50045%26lang%3Dja_JP%26S_TACT%3DC44307NW%26iio%3Dpsys%26jm%3D-%26cmp%3Dc4430%26ct%3Dc44307nw%26cr%3Dgoogle%26cm%3Db%26csot%3D-%26ccy%3Djp%26cpb%3D-%26cd%3D2016-08-01%26ck%3Dov50045_linux_%25e3%2582%25a2%25e3%2583%2597%25e3%2583%25aa%26csr%3Dapjp_linuxone_ct-20160801%26cm_mmc%3DSearch_Google-_-IBM%2BSystems_Systems%2B-%2Bz%2BSystems%2BLinuxONE-_-JP_JP-_-ov50045%26cm_mmca1%3D000001JB%26cm_mmca2%3D10001206%26mkwid%3D_kenshoo_clickid_%7C616%7C114335679867
https://www.googleadservices.com/pagead/aclk?sa=L&ai=CaLha-WAAWJxAivTYBOnJsKAM_fOm_0bH6Oq2ywPAjbcBEAEg8aj0HGCJ-8WE9BOgAeW388MDyAEBqQKFDkI2Pa1EPqgDAcgDwwSqBIoBT9AqfH7DcLaEgi2hfoshfBO68gXNygdbw7m5bejOPzwJ1G7ZPHeoMc_AbioTGzYM5xPyphCY-EfLtjzfRUJTIdSu66RbxmjzYAb3v-SojlOSa3hJo6TP2f49H4fTSxZpAaoa9rGYBb3QKT5PWRISGlsP4cMh-6zw2GH8TGpaYmEeZva0YjYYJxBziAYBgAeDyIw8qAemvhvYBwHSCAUIgGEQAQ&num=1&cid=CAASEuRoryL2bO3j4EWRpW6WXsVlgw&sig=AOD64_1RJHQ_tqHQ_Z55svKS3q6PHNrB_g&client=ca-pub-4980737398561690&adurl=http://6219.xg4ken.com/trk/v1%3Fprof%3D616%26camp%3D38702%26affcode%3Dcr8077%26kct%3Dgoogle%26kchid%3D9684918769%26cid%3D114634352067%7C404914%7Clinux%25E3%2582%25A2%25E3%2583%2597%25E3%2583%25AA%26mType%3D%26networkType%3Dcontent%26kdv%3Dc%26criteriaid%3Dkwd-45810672048%26adgroupid%3D34633122387%26campaignid%3D635714567%26locphy%3D1009310%26adpos%3Dnone%26url%3Dhttps://www.ibm.com/marketing/iwm/dre/signup%3Fsource%3Dmrs-form-1681%26S_PKG%3Dov50045%26lang%3Dja_JP%26S_TACT%3DC44307NW%26iio%3Dpsys%26jm%3D-%26cmp%3Dc4430%26ct%3Dc44307nw%26cr%3Dgoogle%26cm%3Db%26csot%3D-%26ccy%3Djp%26cpb%3D-%26cd%3D2016-08-01%26ck%3Dov50045_linux_%25e3%2582%25a2%25e3%2583%2597%25e3%2583%25aa%26csr%3Dapjp_linuxone_ct-20160801%26cm_mmc%3DSearch_Google-_-IBM%2BSystems_Systems%2B-%2Bz%2BSystems%2BLinuxONE-_-JP_JP-_-ov50045%26cm_mmca1%3D000001JB%26cm_mmca2%3D10001206%26mkwid%3D_kenshoo_clickid_%7C616%7C114335679867


≪ 第7回 お葬式の意味 第9回 犬に引かれて ≫

淡々と話す彼女の横顔を見つめながら、私はふと厳粛な気持ちになりました。大げさに

聞こえるかも知れませんが、私はこのとき、仏性（ぶっしょう）というものの本質を、はっきり

とこの目で見たような気がしたからです。

彼女の息子さんが本当に偉いお坊さんの生まれ変わりなのかどうか、それは私にはわか

りません。そもそも、輪廻転生というものが果たして存在するのか、それだって証明できま

せん。 

けれども、科学的とか非科学的とか、そんなことは、この際どうでもいいと私は思いまし

た。重要なのは、ある男の子が3歳のときに「転生活仏」に認定され、 彼はその後の人

生を、自分の運命にひたすら誠実に、一心不乱に生きてきたという、そのことなのです。

また、お腹を痛めて彼を生んだ母親も、その運命を丸ご と受け入れ、周囲の人々は一

人残らず彼を高僧の生まれ変わりと信じ、最大限の敬意を払っている。

この一連の心の動きを「仏性」と呼ばずして、いったい何を仏性と呼ぶのでしょうか。

「信じる者は救われる」という言葉があります。ブータンでの出会いを通じて、私は、多く

の日本人が近代化のなかで失ってしまった「無心に信じる」という感情を、懐かしく思い

出さずにはいられませんでした。

 

 

 

山田 真美（やまだ・まみ）　プロフィール紹介

作家、日印芸術研究所言語センター長。密教学修士（高野山大

学）。現在、お茶の水女子大学大学院博士課程後期在学中。 

1960年長野市生まれ。明治学院大学卒業後、ニュー・サウス・ウェ

ールズ大学（豪）でマッコウクジラの回遊を研究。 その後インド政府の

招聘でヒンドゥー神話を調査研究。1996年より6年間ニューデリー在

住。 

主な著書にダライ・ラマ法王へのインタビューも収録した『死との対

話』、ベストセラーとなった『ブースケとパンダの英語でスパイ大作戦』

など。 

訳書に第二次世界大戦の秘史を扱った『生きて虜囚の辱めを受け

ず』。 

長年にわたりインドを日本に紹介してきた功績を認められ2007年、イ

ンド国立文学アカデミーより世界で3人目となるドクター・アーナンダ・クマラスワミ・フェロ

ーシップを受ける。 

財団法人日印協会理事。日本文化デザインフォーラム、日本蜘蛛学会、宇宙作家

クラブ会員。国立天文台広報普及委員会委員。 

 

山田真美 公式ホームページ：http://www.yamadamami.com/
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